
1. はじめに

これから兵庫同友会の歴史と特徴をお話しします。タ
イトルにあります「如是我聞」の意味は「私はこのよう
に聞いた、このように思った」という意味で使っていま
す。私の「独断と偏見による兵庫同友会の歴史と特徴」
であるということを前提にお話しします。
また、2024年3月27日に国会図書館より、兵庫同友
会50周年記念誌の『不易流行』収蔵を依頼されました。
携わった者にとっては私達の仕事が歴史に残り、兵庫同
友会としての歴史も永遠に刻まれることになったと考え
ると、非常に感慨深いものがあります。
この記念誌を作成するにあたって多くの古参会員に協
力していただきましたが、とりわけ事務局の内橋さん、
津田さん、この2人が居なかったら記念誌はできていな
かったと思っています。
「雉も鳴かずば撃たれまい」ですが、本日の話は私の
同友会への遺言です。今回話す90％は『不易流行』の中
にある言葉です。5％は正副代表理事を始めとした語り
部の言葉、5％が私自身の言葉です。

2. 如是我聞的同友会の歴史

今回、50年分を5つの期に分けています。
1970年～1986年　草創期：1970年10月27日、「孤独
の決裁者」が集い全国8番目の同友会として誕生しま
した。
1971年1月には『同友兵庫』を既に刊行しています。

兵庫同友会誕生後わずか3か月で作成しました。
1987年～ 1994年　成長期：この時期は各地同友会の
活動の真似をすることで兵庫同友会は成長していきまし
た。1989年4月に創立20周年事業として、1995年を展
望した「中期ビジョン」を作成すると決定し、1990年
10月の第3回オール兵庫で「VISION1995」を発表しま
した。
1992年には入会金を1万円から2万円に引き上げてい
ます。加えて1992年の8月には青年部が設立されまし
た。これは他府県の青年部活動に触発された若手経営者
が、自らの成長を図りたいとの思いで37名により発足
されました。
1995年～2000年　転換期：震災を経験し自らの頭で
考え判断して即実行という兵庫同友会のDNAが芽生え
た時期になります。
1995年1月17日の阪神・淡路大震災後、1995年の11
月に会員企業へのアンケートを実施し、これが1997年
1月よりNTレポートへと進化を遂げました。
1997年には会費を月5千円から月7千円に値上げして
います。当時の会員は約1,000名のため、これにより年
間2,400万円の収益が増加しました。値決めは経営です
が、これを敢行できる同友会はなかなかありません。
また、1998年4月に田中信吾さんが代表理事になりま
した。良くも悪くも50年のうち20年も代表理事をされ
た田中さんのことを抜きに兵庫同友会は語れないです。
年表［表1］にも記載しています。
同じ1998年には、理事会改革がありました。「理事会
は総会決議を実践するための兵庫同友会の最高意思決定
機関であり、総会で選出された理事は名誉職でも支部の
利益代表でもなく、“同友会理念の体現者”でなければ
ならない。その自覚を持って理事会に出席する義務があ
る」と当時確認をしました。この時に理事定数を42名に
削減、理事会を毎月開催とし、審議して意思決定できる
場に改革をしています。今では考えられないですが、当
時の理事は「人数が多くて部屋に入れないから」という
理由で欠席される方がいたためです。また、当時は常任
理事会という別組織がありましたが、こちらは名誉職
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■事業内容及び企業の沿革
広告代理業
プロ野球・関西独立リーグ所属「兵庫ブレイバーズ」経営
ビジネスホテルのベッドメイク事業

2019年　 球団のハウスエージェンシー（広告代理業）
として前身の一般社団法人を立ち上げ

2020年　 球団の経営会社解散により球団の経営を引き継ぐ
2023年　 株式会社を立ち上げ、事業を一般社団法人よ

り引き継ぐ 
ベッドメイク事業を開始

■経営理念（経営指針）の成文化について
2023年三田市商工会にて、株式会社ひらせの平瀬友

喜氏による経営指針書づくりのセミナーを受講し、指針
書づくりに興味をもって同友会に入会。成文化セミナー
を受講。
指針書を使ってこれまでしてきたことは、社内では管

理業務担当の妻と球団の現場責任者である監督へ指針書

の発表を、社外関係者へは指針書を見せて内容の説明を
しました。
社内では妻と監督は常に一緒に仕事をしていて、業務
内容についてある程度共有していると思っていました
が、活字にして想いを説明することで思った以上に内容
を理解してもらうことができ、今まで想いを共有しきれ
ていなかったと感じました。
特に監督とはあくまでグラウンド上での業務をしても
らっていたので、経営の話を理解してもらえるか不安で
したが、経営指針発表会にも参加してくれて、私が思っ
ていた以上に内容に興味を持ってもらえたことがよかっ
たと思います。
社外の方は、現状ではあくまで情報共有の域なので、も

う少し活動に巻き込める内容にしていきたいと思います。

■経営理念について
野球というスポーツは日本の国技ともいえる人気のあ
るスポーツです。
小さいころからずっと野球を続けてきて「兵庫ブレイ
バーズ」に入団してきた若い選手たちの想いを形にした
い。応援してくださる地域との繋がりを形にしたい。
必ず、ここに関わる全ての人に喜びのある活動になる
と確信しています。
素晴らしいスタジアムで開催される兵庫ブレイバーズ
の試合を、たくさんの観客の皆さんの熱い応援で、楽し
んでもらえる場として盛り上げてまいります。

川崎 大介（神戸中央支部）VOL.226

野球を愛し、生涯を野球と共に生きる人生 
こんな人生を提供できる組織となる
ミッション（目的）～みんなの熱気で地域を活性化～

バリュー（行動）　～みんなに感謝～
人として、心も身体も成長する

福祉・社会理念　　～地域の喜びが、みんなの喜びになる～ 
法令や地域のルールを厳守する

地域のオンリーワン企業としてプライドを持つ

株式会社ヒーロー・インタヴュー


